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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
アクセシビリティー育成プログラムは、少子高齢化やグローバル化、情報社会、インクルーシブ教育など多様なニーズに応える必要性が求められるようになった現代社会に対応できる人材を育成することを目的としています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その人材とは、障がいの有無や年齢、言語・文化、環境等の多様な特性への理解やそれらに柔軟に対応する力を持っている人、つまりアクセシビリティリーダーです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
アクセシビリティリーダー認定試験までの流れについて説明します。
アクセシビリティリーダー認定試験は１級認定試験と２級認定試験の２つあります。
どちらからでも受験可能です。
認定試験を受験するために、２段階のステップがあります。
１級認定試験はステップ１.２を、２級認定試験はステップ１の後に受験することが可能です。
※ステップ２は見込みでも可。
また、２級認定試験を受験合格後、１級認定試験を受験する際には、再度受験年度のオンライン講座を受講する必要があります。
ステップ１、２についてそれぞれ説明していきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
アクセシビリティリーダー育成プログラムのSTEP１に該当するオンラインアクセシビリティ講座は、アクセシビリティリーダーに必要な基礎的な意識と知識が得られる内容となっております。講座受講料は無料であり、スマートフォンでも受講できますので、いつでもどこでも学習することができます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
1章は、アクセシビリティやアクセシビリティリーダー育成プログラムの概要についての内容となっています。
2章は、脳や目、骨等の身体の働きについてや、視覚・聴覚・言語・運動機能・健康を阻害する要因となり得る障がいや病気、マイノリティについての内容となっております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
3章は、Web上での配慮など情報面について、4章は盲導犬などによる日常生活の援助や食の多様性など生活面について、5章は建物の構造や修学・就労など環境面について、6章は法律などの制度面についての内容になっております。
説明したように情報・社会・心理・制度など様々な角度からアクセシビリティを取り扱った講座となっております。


E IR}
* ﬂ /) BWA (BETOERERE

EFATEY, AR, H S
H) X, EFHEETRT

2019F SEEZERERE 20205 SBEZBEAERE
~3BFE LA ~ 3 E LA
14% 15% - 185 -
‘ m 5~ 85 n 5~8H5E

= 8~1005E ' = 3~1005fF]

1085E L E 1085E L E

B DADPRZRENBEL TWASFHIU LI > TWBREWHFRERIZR>TWVWET, %



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは、昨年一昨年、受講した方が全講座終了にかかった時間についてのデータとなっております。
早い人は２～３時間で終了しております。また半数が８時間以上かかっていますが、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
講座は講義動画の視聴ではなく、文章を自分で読む形式となっていますので、１日10分を２か月行うなど無理ない範囲での学習計画を立てることができます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
①30時間以上の支援経験は、障がい学生支援室が提供するボランティア活動への参加をおすすめしております。
主なボランティア活動は、ノートテイクやバリアフリーマップ調査、学内介助、学習履修アドバイスなどがあります。
②コーディネート技術に関する15時間以上の演習は、共通教育科目「共生社会にむけたアクセシビリティ」の受講をおすすめしております。
前期、後期ともに開講予定です。
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障 (しょう)がい学生 (がくせい)支援室 (しえんしつ)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
認定試験について、試験日は１級・２級ともに同日となっております。
それぞれ候補日の中からご都合が良い日を選択していただきます。
試験時間はそれぞれ異なりますので、ご確認ください。
試験はオンライン形式になります！
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Q：２級取得前に、１級の認定試験を受けることはできますか。
A：受験することは可能です。その際は、受験年度のオンライン講座を受講を修了しておく必要があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Q:１級認定試験を受けたいが、ステップ２の支援経験や演習の時間が足りていない。
A:１級認定試験は、今年度中に単位や支援経験、演習を取得及び満たすことができる予定でしたら、見込み受験が可能です。
しかし、事前に申請が必要となっております。申請予定の方は障がい学生支援室までご連絡ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Q：２級取得前に、１級の認定試験を受けることはできますか。
A：受験することは可能です。その際は、受験年度のオンライン講座を受講を修了しておく必要があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オンライン講座の受講方法について
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https://g-support.std.u-ryukyu.ac.jp/topics/1629338605/
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ノートテイクや要約筆記など、学生サポーターとして活動していただいた際は、謝金もございます。

https://g-support.std.u-ryukyu.ac.jp/mailform/volunteer/
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